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論文内容の要旨

半減期 8.3 日の放射性核 l06mAεの崩壊に伴うガンマ一線むよび、内部変換電子を高分解能のゲルマニ

ウム検出器およびオレンジ型ベータ一線スベクトロメーターでそれぞれ測定し、娘核である l06Pd の

励起準位の性質を研究した。これまでの他の研究で提起されてきた崩壊形式図中にみうけられる励起

準位間エネルギーとガンマ一線エネルギーの不一致の原因を明らかにすること、およびこれまで相対

強度や転移の多重極度カ司査定していなかったガンマ一線のそれらを正確にもとめること、およびそれ

らをもとにして l06Pd に球形振動模型での高い量子数 (N = 3) の状態に対応する励起準位があるか否

かを調べることを目的としている。これらのためにエネルギーおよび相対強度の測定の信頼度を高め

ることに特に注意をはらった。又、電子計算機の使用に依り解析手法の改善をはかった。結果として、

低エネルギーのガンマ一線のエネルギー値を20eV 近くの誤差で確定することができ従来の崩壊形式

図中にみうけられていた矛盾は、これまで一成分とみられていたガンマ一線ピークが実は二成分であ

ったことを見出すことに依り解決された。又、ガンマ一線と内部変換電子の強度の比から、いくつか

の転移についてその多重極度を確定あるいは推定することができ、これらから最も高い準位のスピン

と偶奇|生を確定した。又、ガンマ一線の分岐比と多重極度に関して、球形振動模型の記述と近い準位

が 2 つ存在することを認めた。これらの測定中に強度の弱いガンマ一線が10数本新たにスペクトル中

に観測された。それらのうち約半数は従来の崩壊形式図中に組み入れられた。 Ritz の法則をもとにす

れば、残りのガンマ一線から 2 つの準位を新しく考えることができるが、これらは強度の平衡の点で

は尚十分で、はないので可能性を指摘するにとどめた。最後に、エネルギー測定のひとつとして l06Pd

の第一励起準位からの512keV のガンマ一線工ネルギーを電子対消滅のガンマ一線と比車克則定するこ

とに依り、前者に511.852士o .000keV なる値を得た。これは電子質量エネルギー (mc 2 ) に準拠した絶

対尺度で直接に決定した値である。
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論文の審査結果の要旨

井上君は 106Pdの励起準位について研究するために 106ffiAεの崩壊により放出されるベータ一線とガ

ンマ一線の精密な測定と解析を行った。

従来の研究により 106ffiAgの崩壊形式はある程度は分っていた。しかし井上君はガンマ一線の測定に

Ge(Li)検出器を用い、得られた波高分析器の記録を電子計算機を用いて綿密に解析することによって、

従来よりも遥かに高い精度でガンマ一線のエネルギーと強度を求めることが出来た。ガンマー線エネ

ルギーの測定値は約20eVの誤差できめることが出来たので、それだけ崩壊形式を確実にすることとな

り、また今迄報告されていなかったガンマー線も約10本観測されている。 Ge (Li) スペクトロメータ

ーで観測したガンマ一線は全部で63本あり、これから 106Pdの励起準位として 3MeV以下に確実なも

の16、不確実なもの 2 の存在を結論した。さらにこれら励起準位のスピン、パリティを決定するため

に内部変換電子スペクトルの測定を行った。特に弱いベータ一線につき測定を行う必要上極めて明る

いオレンジ型ベータ一線スペクトロメーターを工夫して用いた。こうして求めたK穀内部変換係数か

ら 34本のガンマ一線について多重極度を決定することが出来た。さらにこれを理論値と比較して励起

準位のスピン、パリティがきめられた。 106Pdは球形核の領域にあり、振動模型が適用されると信じ

られている。従来の研究からも低い励起準位に、この模型での量子数N=1 、 N=2 に相当する準位

があるとされて‘いた。これよりも高い励起準位にN ニ 3 に対応する 0+、 2+、 3+、 4+、 6+ のものがあ

るかどうかがもっとも興味ある点である。井上君は1558KeV(3 +)、 1932KeV (4 +)の 2 つがN=3 と

解釈されることを示した。しかしこれら以外のN=3 のメンバーは見つからなかった。

井上君の研究は球形核 106Pd の励起準位についての詳細な実験データを与え、核構造の研究に寄与

するものであって、理学博士の学位論文として十分な価値のあるものと認められる。
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